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一.　　令和３年度上半期の事業概要

１.　事 業 の 概 要

上半期の用水供給量は、10,718,342㎥（一日平均58,570㎥)で前年度同期の用水供給量10,487,209㎥（一日

平均57,307㎥)との比較では、231,133㎥（対前年度比2.20％）の増となっております。○○○○○○○○○○

契約状況については、新設工事では本埜分岐水道用地フェンス等設置工事、改良工事では佐倉市志津供給地

区　　分 令和３年度上半期(㎥) 令和２年度上半期(㎥) 増 減 (㎥)

　また、委託業務については、令和３年度印旛広域水道用水供給事業再評価業務委託等の23件を締結しました。

　なお、本年度上半期の業務量は、次のとおりです。

点圧力・流量調節弁更新工事を締結しました。　　　　　　

取 　水　 量 11,199,610 10,953,900 245,710 2.24

送　 水 　量 10,723,832 10,492,699 231,133 2.20

有   収   水   量 10,718,342 10,487,209 231,133 2.20

２.　経 理 の 状 況

収益的収支については、事業収益2,070,497,539円（消費税及び地方消費税込み）に対し、事業費用は、

1,681,086,234円（消費税及び地方消費税込み）となりました。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

事業収益の内訳は、営業収益が1,984,359,622円、営業外収益が86,137,917円となっています。また、

事 業 費 用 の 内 訳 は 、 営 業 費 用 が 1,658,492,314 円 、 営 業 外 費 用 が 22,593,920 円 と な り ま し た 。 ○ ○ ○

資本的収入の内訳は、全額が出資金となり、資本的支出の内訳は、新設工事費が25,409円、建設改良

費が16,175,754円、企業債償還金が124,308,913円及び年賦償還金が6,814,361円となっています。○○○○○

なお、前年度同期の事業収益 2,021,967,355円との比較では 48,530,184円（対前年度同期比 2.4％）の

増収となり、また、前年度同期の事業費用1,777,273,252円との比較では96,187,018円（対前年度同期比

5.4％）の減額となっています。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

一方、資本的収支については、資本的収入額2,283,000円に対し、資本的支出額は147,324,437円となりま

した。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

 1



　収　入　　　　　　　                 　 　（単位：円）

予算対比(％)
（Ｂ／Ａ）Ｄ

事 業 収 益 49.6

　  営業収益 49.8

　  営業外収益 49.1

　  特別利益 0.0

　支　出　　　　　                 　　　　 （単位：円）

予算対比(％)
（Ｂ／Ａ）Ｄ

事 業 費 用 42.7

　  営業費用 42.9

　  営業外費用 40.0

　  予備費 0.0

　収　入　　　　　　　                 　 　（単位：円）

予算残額 予算対比(％)

当初予算額
法第26条の規定に
よる繰越額に係る
財源充当額

継続費逓次繰越額
に係る財源充当額

合計
（Ａ－Ｂ）Ｃ （Ｂ／Ａ）Ｄ

資 本 的 収 入 72,996,000 0 0 72,996,000 2,283,000 70,713,000 3.1

　 企業債 23,300,000 0 0 23,300,000 0 23,300,000 0.0

　 国庫補助金 22,834,000 0 0 22,834,000 0 22,834,000 0.0

　 出資金 26,862,000 0 0 26,862,000 2,283,000 24,579,000 8.5

　支　出　　　　　                 　　　　 （単位：円）

予算残額 予算対比(％)

当初予算額
法第26条の規定に
よる繰越額

継続費逓次繰越額 合計
（Ａ－Ｂ）Ｃ （Ｂ／Ａ）Ｄ

資 本 的 支 出 1,178,431,000 143,781,000 84,467,561 1,406,679,561 147,324,437 1,259,355,124 10.5

　 新設工事費 81,021,000 0 84,467,561 165,488,561 25,409 165,463,152 0.0

　 建設改良費 823,849,000 143,781,000 0 967,630,000 16,175,754 951,454,246 1.7

　 企業債償還金 249,873,000 0 0 249,873,000 124,308,913 125,564,087 49.7

　 年賦償還金 13,688,000 0 0 13,688,000 6,814,361 6,873,639 49.8

　 予備費 10,000,000 0 0 10,000,000 0 10,000,000 0.0

33,854,08056,448,000

区　　　分

予算額（Ａ）

上半期執行額（Ｂ）

10,000,000

（２）　資本的収入及び支出（消費税及び地方消費税込み）

区　　　分

予算額（Ａ）

上半期執行額（Ｂ）

10,000,000 0

22,593,920

89,356,083175,494,000 86,137,917

2,255,405,766

2,211,551,686

3,936,492,000

3,870,044,000

予算残額
（Ａ－Ｂ）Ｃ

11,268,000 0 11,268,000

（１）　収益的収入及び支出（消費税及び地方消費税込み）

区　　　分 予算額（Ａ） 上半期執行額（Ｂ）
予算残額

（Ａ－Ｂ）Ｃ

2,070,497,539 2,101,913,461

2,001,289,378

4,172,411,000

3,985,649,000 1,984,359,622

区　　　分 上半期執行額（Ｂ）予算額（Ａ）

1,681,086,234

1,658,492,314
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※「予算内訳表・契約台帳(総務班作成)」から確認、当該年度上半期の

※新設工事があれば、(1)新設工事の概況、(2)改良工事の概況、(3)保存工事の概況とする。

※撤去工事は、新設工事でも改良工事でも保存工事でもないため、記載しない。

３.　工　事

（１）　新設工事の概況

契　  約 着　  工 完 成（予 工　事
金額(円) 年 月 日 定)年月日 番　号

１. ネットフェンス設置工（鋼管基礎） 37ｍ

２. ネットフェンス設置工（基礎ブロック） 19ｍ

３. 両開門扉設置工 １基

４. 片開門扉設置工 １基

５. 舗装工 154㎡

（２）　改良工事の概況

契　  約 完 成（予 工　事
金額(円) 定)年月日 番　号

１. φ250mm電動ロート弁更新工 ２基

２. φ250mmソフトシール仕切弁更新工 １基

３. φ100mmソフトシール仕切弁更新工 １基

４. 試運転調整 １式

4,620,000 令和3.8.25 (令和3.11.29)

着工年月日工  事  内  容

送 令 ３
第 １ 号

本埜分岐水道用地
フェンス等設置工
事

送改令３
第 １ 号

佐倉市志津供給地
点圧力・流量調節
弁更新工事

84,810,000 令和3.7.15

工事名

(令和4.3.18)

工事名

工  事  内  容
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(単位:円)

１  営 業 収 益

1,803,963,317 1,803,963,317

２  営 業 費 用

1,072,340,685

68,898,512

44,916,247

360,413,122 1,546,568,566

257,394,751

３  営 業 外 収 益

438,000

85,693,664

6,253 86,137,917

４  営 業 外 費 用

22,593,920 22,593,920 63,543,997

320,938,748

320,938,748

413,230,616

734,169,364

送 水 費

総 係 費

二.　　損 益 計 算 書 （消費税及び地方消費税抜き表示）

(令和３年４月１日から令和３年９月30日まで)

（１）

（１）

給 水 収 益

原 水 及 び 浄 水 費

（２）

（３）

（４） 減 価 償 却 費

経 常 利 益

前年度繰越利益剰余金

当期未処分利益剰余金 

長 期 前 受 金 戻 入

支 払 利 息（１）

（１）

（２）

営 業 利 益

他 会 計 補 助 金

当 期 純 利 益

（３） 雑 収 益
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(単位:円)

資　産　の　部

１  固  定  資  産

300,735,514

295,775,074

減価償却累計額 △ 172,357,685 123,417,389

14,137,138,556

減価償却累計額 △ 9,453,339,946 4,683,798,610

3,745,031,091

減価償却累計額 △ 2,386,294,497 1,358,736,594

4,114,780

減価償却累計額 △ 2,655,902 1,458,878

151,977,501

6,620,124,486

14,263,166

12,166,396,846

547,100

その他無形固定資産  479,210

12,181,686,322

前払退職手当負担金 108,158,810

108,158,810

18,909,969,618

２  流  動  資  産

4,975,948,444

332,966,646

1,482,940

275,544,100

112,427,301

5,698,369,431

資  産  合  計 24,608,339,049

未    収    金 

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

貯　　蔵　　品 

現  金  預  金

前　　払　　金

そ の 他 流 動 資 産

流動資産合計

イ．

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

ハ． 電 話 加 入 権

ニ．

ロ． ダ ム 使 用 権

無 形 固 定 資 産 合 計

（３） 投 資 そ の 他 の 資 産

ヘ． 建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

（２） 無 形 固 定 資 産

イ． 水 利 権

ホ． 工具器具及び備品

ハ． 構 築 物

ニ． 機 械 及 び 装 置

イ． 土 地

三.　　貸 借 対 照 表 （消費税及び地方消費税抜き表示）

(令和３年９月30日)

（１） 有 形 固 定 資 産

ロ． 建 物
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負　債　の　部

３  固  定  負  債

3,107,976,050

3,107,976,050

143,335,810

3,251,311,860

４  流  動  負  債

125,563,926

125,563,926

6,545,414

46,147

180,397,017

312,552,504

５ 繰　延　収　益

10,242,717,857

4,746,712,201

8,310,576,565

資　本　の　部

６  資　本　金 13,769,524,344

７  剰　　余　　金

182,318,901

444,289,033

626,607,934

1,167,460,842

734,169,364

1,901,630,206

2,528,238,140

16,297,762,484

24,608,339,049

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

イ． 減 債 積 立 金

ロ． 当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

（１） 資 本 剰 余 金

イ． 国 庫 補 助 金

（２） 利 益 剰 余 金

ロ． そ の 他 資 本 剰 余 金

負 債 合 計

（２） 長期前受金収益化累計額 △ 5,496,005,656

繰 延 収 益 合 計

（１） 長 期 前 受 金

流 動 負 債 合 計

（２） 年 賦 未 払 金

（４） そ の 他 流 動 負 債

（３） 未 払 金

イ．
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

固 定 負 債 合 計

（１） 企 業 債

（２） 年 賦 未 払 金

企 業 債

イ．
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

（１）

企 業 債 合 計
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Ⅰ 重要な会計方針

1 たな卸資産の評価基準及び評価方法

・貯蔵品　先入先出法による原価法

2 固定資産の減価償却の方法

（１） 有形固定資産

・定額法

・主な耐用年数

　建物：６５年、構築物：４０年、機械及び装置：１５年、器具及び備品：５～１５年

（２） 無形固定資産

・定額法

3 引当金の計上基準

（１） 退職手当給付引当金

一般会計との協議により、当年度末における職員に対する退職手当の要支給額と千葉県市町村総合事務

組合への積立額を比較したところ、積立額が要支給額を超える負担額となっており、前払費用として前払退

職手当負担金を計上している。

4 消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

Ⅱ 貸借対照表

1 賞与引当金及び法定福利費引当金の取崩し

令和３年度において、期末手当、勤勉手当の支給及びそれらの法定福利費を支出するため、13,857千円

を取り崩している。

注　　記　　表
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１.　決 算 の 概 要

（１）業務

（２）創設事業

収益的収入及び支出

収入 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 予算額に比べ決算額の増減

事業収益 4,058,488,000 4,066,667,989 8,179,989

　営業収益 3,846,178,000 3,844,452,581 △ 1,725,419

　営業外収益 205,778,000 215,682,563 9,904,563

　特別利益 6,532,000 6,532,845 845

支出 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 不用額

事業費用 3,888,376,000 3,852,271,770 36,104,230

　営業費用 3,734,891,500 3,708,790,583 26,100,917

　営業外費用 133,653,500 133,650,457 3,043

  特別損失 9,831,000 9,830,730 270

　予備費 10,000,000 0 10,000,000

資本的収入及び支出

収入 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 予算額に比べ決算額の増減

資本的収入 105,759,000 95,165,867 △ 10,593,133

　企業債 37,600,000 31,200,000 △ 6,400,000

　出資金 4,485,000 4,485,000 0

　負担金 57,644,000 53,450,564 △ 4,193,436

　固定資産売却代金 6,030,000 6,030,303 303

支出 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額

資本的支出 739,910,396 485,753,306 228,248,561 25,908,529

　新設工事費 176,732,396 92,264,835 84,467,561 0

　建設改良費 321,510,000 161,822,080 143,781,000 15,906,920

　企業債償還金 211,109,000 211,108,333 0 667

　年賦償還金 13,456,000 13,455,727 0 273

  国庫補助金返還金 7,103,000 7,102,331 0 669

　予備費 10,000,000 0 0 10,000,000

（３）経理状況（消費税及び地方消費税込み表示）

四.　　令和２年度決算の状況

令和２年度の供給水量は、20,744,877㎥（一日平均56,835㎥）であり、前年度に比べ1,599,120㎥

（8.35％）の増となりました。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　創設事業は、水源分担金として国土交通省施工の八ッ場ダム建設事業に伴う水源地域対策特別措置法事業

及び水源地域対策基金事業へ負担金を納付しました。
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